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Cactus Cyst Nematode (Heterodera cacti FILIP. & ScHR. STEKH., 1941) is known as a 
species of the Cyst Nematode, distributing in Holland, Mexico and Belgium etc. In 
Japan this species was not found up to date. 
In 1964 this species was first found from the cactus planted at Fukuoka-City, Fuku-
oka司Prefecture.
This paper reports the occurrence of this species in Japan, and shows some figures of 
the attacked cactus, young female, and young cyst (embranci昭 eggs).
1964年（昭.39）秋，福岡県農業講習所勤務の小宮正寛氏が「数年来サボテンの恨毛ILケシ粒
大の乳白色の卵状のものが付着し，ボロボロlζちぎれ，地上部の球体が生育不良となるが」とい
って数株当研究室l乙持参された．著者は乙れらの異常株を調査し，サボテンシストセンチュウ
(Heterodera cacti FILIPJEV & ScHR. STEKH., 1941) (Cactus Cyst Nematode）の寄生によるも
のであることを知った．しかしながらこの線虫はまだわが国では発見報告の記録がないので，こ
こに報告し，なおかなり広くわが国では分布拡大しているものと思はれるので，この線虫につい
ての従来の調査報告を綜括し，サボテン移入や栽培l乙当つての注意をかん起しておきたい．なお
小宮氏よりは防除法などの体験について種々有益なお話を聞かせてもらったが，ここに感謝の意
を表しておく次第である．
この線虫は1932年ポーランドのユトレヒトの近くの Maartensdijkの硝子室栽培のサボテンか
ら始めて，ア夕、、ム氏によって発見され， 1936年 Heteroderaschachtiiとみなして寄生性が確認さ
れていた．その後1941年フィリップゼ、プ氏らがサボテン寄生のものは新種であることを明らかに
し， Heteroderacactiとして発表している．
1959年クリスティー氏はこの線虫がメキシコにも分布することを報告し， 1964年にはメスニー
ノレ氏がベノレギーにも分布していることを報告している．なおメスニーノレ氏は乙の線虫はさきにフ
ィリップゼ、プ氏らの報告した寄主植物の他!LlO種類のものを追加報告している．従って既知寄主
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サボテンの種類数は次のような現在12種に及ぶζとになる．
1. Cereus speciosus 
2. Eρiphyllum akkemannii 
3. Gymnocalycium joossensianum 
4. Hamatocactus setispinus 
5. Mammillaria aurihamata 
6. M. winteriae 
7. Notocactus ottonis 
8. N. tabularis 
9. Opumtia macdovgaliana 
10. 0. pailana 
1. 0. stricta 
12. Rebutia kraingiana 
形態：
シストは黄色を呈しているが，古くなれば黒褐色lζ変色し， レモン烈．額百五はl!,j_かく，尾部は
わずかに突出している．シスト内lζ包蔵されている卵数は300～400佃．
対f~の尾部は極めて短かく，米端は円い．交接刺は轡曲し，副刺は小さい．
シスト内で併化した幼虫の体皮には明瞭な横条潜が識別出来る．頭部lとは6個の口唇がある．
口針ーには節球があり，口幸｜の長さは比較的長日．排~世孔も明｜岐にみえる．尾端は尖り気味（第 1
l'i<I参加）．
雌は体外lζは産下しない．
Dimensions : 
シスト：長径がやや長目（長径／短径＝1.12），長径0.309～0.617mm （平均0.47mm），短径
0.232～0. 656mm （平均0.43mm).
卵 ：楕円形．長径／短径＝2.5.長径0.092～0.132mm（平均0.llOmm），短径0.038～0.048
mm （平均0.045mm).
幼虫：体長0.428～0.630mm ; a=19. 2～29.4 （平均22.0)' b=5. 4～7.1 （平均6.0), c= 
8.4～10. 5 （平均9.0).
雄 ：体長0.972～1.088mm （平均1.OlOmm), a= 33. 5～37.1 （平均34.8), b=9. 3～9.8 
（平均9.7),c=200，口針長0.026～0.029mm（平均0.028mm），交接刺0.0323～
0. 0371mm （平均0.0335mm），副刺0.0102～0.012mm（平均0.0114mm).
防除法：
小＇；Lr正寛及び南義雄（佐賀国立病院薬局長）両氏はともに熱心なサボテン愛好者であるが，両
氏は次のような防除処理でサボテンシストセンチュウの防除効果が期待出来ると報告している＊．
氏らは DBCP80%乳剤の1000倍液を中苗（直径3～4cm）以上のセンチュウ寄生サボテンl乙，
次の要領で施用したら，それまで生長を停止していたものが，あらたに生長を始めた．なおとの
＊ 南義雄，小宮正寛：九州カクタス， 18号 (1965)
南義雄：カクタス， 149号
南義雄：：東京カクタス， 100号
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第 l 図
Heterodera cacti (Adam. 1932より）
I.幼虫 2.雄の頭部付近（側面） 3.雄の尾部（腹面〉
4.雄の尾部（側面〕 5. シスト
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I. サボテンシストセンチユウ寄生のサボテン（根に黒褐色の斑点がみえる）
2. 同」三，被害の著しいもの（細根がほとんど消失している）
3.雌（体内IC性苦告が発達している） 4.同上（抱卵中のもの）
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旨同好者の雑誌に報告したら全国的に反響を呼び，照会が殺到したという．
DBCP 80%乳剤の使用法：
(1) 使用時期：春季より秋季にかけて防除する乙と．特に晩春期に主力をおくこと．
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(2) 使用濃度並びlζ使用量： DBCP80%乳剤の1000～1500倍液をm2当り 2！～3！，知露また
は水差でj佐注する．
(3) 使用回数： 10～15日毎に数回襟注する
(4) 板部の予措：植かえ時lζ根部を1000倍液1r5～10分浸演すること．
注意 (1) 秋より冬の聞は，低混のためガス化がおくれ，薬害のでるおそれもあるので使用
しないほうがよい．
(2) 酷暑の時期は， ガス化が早いので，効果lとむらがある． なお，混室やフレームで
は密閉しておくと薬害の心配がある．
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